
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期
対象年次 科目区分 時間数
単位数 開講時間 授業形態
教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合
試験・課題 40%
小テスト 10%
レポート 0%

成果発表
（口頭・実技） 0%

平常点 50%

回
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回

過去問演習と演習の解説(11) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる
過去問演習と演習の解説(12) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる
過去問演習と演習の解説(13) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる
過去問演習と演習の解説(14) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる

過去問演習と演習の解説(8) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる
過去問演習と演習の解説(9) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる
過去問演習と演習の解説(10) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる

過去問演習と演習の解説(5) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる
過去問演習と演習の解説(6) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる
過去問演習と演習の解説(7) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる

過去問演習と演習の解説(2) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる
過去問演習と演習の解説(3) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる
過去問演習と演習の解説(4) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる

過去問演習と演習の解説(1) 過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる

評
価
方
法

備　　考
試験と課題を総合的に評価する
授業内容の理解度を確認するために実施する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する
授業計画（１回～１５回）　1回（　2　）時間　※45分を1時間とする

授業内容 各回の到達目標
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ・過去問演習と演習の解説 基本情報試験・J検の概要を理解し、過去問の演習・解説を通して、解答を理解できる

　過去問に対して学生が適当に解答をしてしまうと誤答者の多い問題が適切に選び出せず、解説の効果が薄い事態に陥ってしまうた
め、学生が一生懸命に過去問に取り組むことを最重要視する。また、社会への移行を前提とした受講マナーで参加し、講義中の私語
や受講態度などには厳しく対応する。（詳しくは初回の講義で説明する。）理由のない遅刻や欠席は認めない。指定した教科書を忘れ
ずに持参すること。授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受講することができない。

毎回資料を配布する。参考書・参考資料等は、授業中に指示する。
担当教員情報

西山　睦 実務経験の有無・職種 有・システムエンジニア
学習目的
　スキル習得の指標であり、就職にも大きなアドバンテージとなるのが各種資格の取得である。
　基本情報技術者試験（以下、基本情報試験と呼ぶ）はIPAが主催する国家資格の一つであり、高度IT人材となるために必要な基本的知識・技能を
もち、実践的な活用能力を身に付けたことを証明する資格である。本資格はIT業界で開発者として働いていくために最低限必要とされている資格で
あり、遅くとも入社後３年目までには取得
を推奨していることが多い。
到達目標
　テクノロジ分野(基礎理論、アルゴリズムとプログラミング、コンピュータ構成要素、システム構成要素、ソフトウェア、ハードウェア、ヒューマンインタ
フェース、マルチメディア、データベース、ネットワーク、セキュリティ、システム開発技術、ソフトウェア開発管理技術)、マネジメント分野(プロジェクト
マネジメント、サービスマネジメント、システム監査)、ストラテジ分野(システム戦略、システム企画、経営戦略マネジメント、技術戦略マネジメント、ビ
ジネスインダストリ、企業活動、法務)のうち過去に出題された問題を重点的に理解する。

教育方法等
　授業は、テキストを活用して用語や情報技術のしくみ等について学び、その後、練習問題に取り組む。知識修得と練習問題を繰り返し
実施することで、各自の理解度をチェックしながら進めていく。練習問題の取り組み後には、不正解が多かった問題について重点的に
解説を行い、学生の理解を高める。
　また、毎回の授業の冒頭で前回の復習を行い、学習内容を呼び起こし、理解度や意欲の向上を図る。

1年次 必修 30時間
2単位 金曜 3時限目～ 講義
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